
ゴール 取組目標の達成状況 本年末までの取組目標

返品の数量自体が減少しましたが、発生
した返品製品は全て開封し肥料製造会社
へ販売することができました。

継続し返品製品全数量を開封し内容物を肥料
製造会社へ販売
（実施率１００％）

歩留率は現状大幅な改善が見込めず、機
器の定期的な調整で現状の歩留率を維持
しています。

使用原料の歩留率を５％改善

歩留率は現状維持となり、返品製品の開
封処理による残渣販売率は上がったため
肥料会社への売上比率は向上していま
す。

肥料会社への売上維持（継続）
歩留率改善による残渣販売の減少と返品製
品の開封処理による残渣販売の拡大の二つ
を兼ねる

（記載上の注意）

　 １　取組は３～５つの目標に関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

 　３　目標はなるべく定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

職　名

氏　名

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、

持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

〈宣言日・変更日〉令和３年　１月　６日

事業所・団体等又
は関連事業者等の

名称

合資会社高福

（本社が届け出る場合はその事業所の数　１事業所）

肥料会社への売上維持
歩留率改善による残渣販売の減少と返品
製品の開封処理による残渣販売の拡大の
二つを兼ねる

業　種

所 在 地

Ｕ　Ｒ　Ｌ

従業員（構成員）数

代表

髙柳　福良

〒４２１－３２１４
静岡市清水区蒲原堰沢３８９－１

代表者　職・氏名

３．製造業

男性　　５　 人　　女性　　１８　 人　　　計　　２３　 人

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

水産資源を中心として資源維持と企業としての経済活力向上を両輪として事業活動を持続的なものとする。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

使用原料の廃棄を可能な限りゼロに近づけ、自然環境の中での循環を促す。

目標に関連する取組内容

https://takafuku.ocnk.net/

返品製品全数量を開封し内容物を肥料製
造会社へ販売
（実施率１００％）

使用原料の歩留率改善

昨年末までの取組目標

様式第２号（第６条関係）

https://takafuku.ocnk.net/

